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．はじめに
本稿に先立つ一連の拙稿（近刊 a, b）の冒頭で
も述べたように、「言葉の背景にあるものを見る
ことは、言葉の理解を何より深めさせてくれる」
という観点から本稿は、それらの拙稿に引き続
き、イギリス英語のより一層の理解のために、筆
者自身が英国「ノッティンガム（Nottingham）」
に滞在した半年間の日常生活１）から得た体験や知
見をもとに、イギリス人の日常生活や英国の伝統
的行事のいくつかを、特に我が国では知られてい
ない側面を中心に論じたものである。奇しくも拙
稿と趣旨を同じくする数少ない文献の一つである
上山・井上（１９９３）の冒頭に「イギリス風物誌は換
言すれば、英語、英文学の背景である。言語や文
化はその国の歴史、気候や地理的な条件、社会、
政治、経済、文化、教育等と密接な関連がある。
また国民の生活とも関係があり、これらをはなれ
て言語や文学は考えられない。一つの単語や文章
にも、それを使ってきた国民の歴史、文化が反映
している。従って我々が言語や文学を研究するに
際して、その背景を考察することは大切なことで
ある」と述べられているが２）、本稿の趣旨と軌を
一にしている。このように本稿は、一連の拙稿
（近刊 a, b）に続いて、個人の体験という限界や偏
りは避けられないにしても、従来の書物の上の限
られた知識や巷間の不十分な情報を補完したいと
いう目的を持つものである。巷には英国の風物地
誌に関する定評のある文献もあるが３）、残念なが
ら英国の身近な風物やイギリス人の普段の暮らし
を手に取るように描いているものは、ほとんど見
当たらない。それゆえに、少なくともこれまでの
文献や巷間の情報を補うという意味で、本稿もい
ささかの意義はあろうと思う。
．イギリス人の暮らし
１．ノッティンガムのグース・フェア（Goose Fair）
グース・フェアとの出会い
英国のみならずヨーロッパで最大の移動遊園地
（fun fair、米国で言う amusement park）と言わ
れ、また７００年を越える驚くべき歴史を持つ年中
行事でもあるノッティンガムのグース・フェア
（Goose Fair）は、残念ながら日本ではほとんど
知られていない。定評のある安東他編（１９８２）を
始め、およそ筆者の目の届く限りの英国の風物地
誌に関する文献のいずれにも、このグース・フェ
アは全く取り上げられていない。
かく言う筆者もグース・フェアとの出会いは偶
然であり、２００５年９月からノッティンガム大学客
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１）本学の学院留学制度による支援を受けて、２００５年９月２０日から２００６年３月２３日までの半年間、ノッティンガム大
学英語学部（School of English Studies, The University of Nottingham, University Park, Nottingham NG７２RD, UK）
の客員研究員として、イギリス中東部のノッティンガム市で暮らす機会を得た。なお、この時の研究内容とその
成果については、別途、すでに『２００５年度研究成果報告』２００６年１２月１５日、関西学院大学研究支援課発行、
pp．１３―１５で公表した。
２）上山・井上（１９９３）p.iを参照。
３）安東他（編）（１９８２）やミルワード（１９８３）などを挙げておく。
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員研究員としてノッティンガム市内で暮らす機会
を得たものの、生活の拠点として Arnoldの住宅
街の一角に居を定めていなければ、どこかでグー
ス・フェアの噂を聞いたとしても、実際にその会
場に足を運んでグース・フェアの全容を知り、そ
の内容や歴史に驚くことは、まずなかったと思う。
毎年１０月第１週のグース・フェア開催日の数日
前になると、それまでは各種運動場の他は何もな
かった広大な Forest Recreation Groundに何十台
ものトレーラーが機材を運び入れ、僅か数日間で
突如、ヨーロッパ最大と言われる巨大な遊園地
（fun fair）が姿を現す。そのシンボルは、その名
が示す通り「雌のガチョウ」（goose）であり、そ
の大きな人形が Forest Recreation Groundに近い
ラウンドアバウト（roundabout：英国独特の
ロータリー式交差点）４）の中央に据えられる。
このラウンドアバウトは、Arnold方面と市の
中心街を結ぶ幹線道路である Mansfield Road（A
６０）に Gregory Boulevard（A６１３０）と Sherwood
Rise Road（B６８２）が合流する交差点で、Arnoldの
拙宅からノッティンガム大学に通うにも、また市
の繁華街に出るにも、必ずここを通るので、毎
日、バスの窓からこの辺の景色を眺めていたが、
１０月に入ったばかりのある日、バスの窓外にこの
シンボルの人形を見て、隣家の老夫婦にこれが何
かを尋ね、また City Centreの観光案内所に出向
き、市内の行事を紹介する広報誌を見て、初めて
グース・フェアの存在を知った。
滞在した２００５年には、１０月５日から９日までの
５日間、開催されたが、このグース・フェアが
７００年以上も昔から続く年中行事であり、この
２００５年が第７１１回目であること、また毎年、約５０
万人もの人々で賑わうことを知り、ぜひ訪れてみ
たいと思ったことが、グース・フェアとの出会い
の発端となった。
グース・フェアの起源とその歴史
グース・フェアと言っても言葉から想像される
ようなガチョウの展覧会ではない。現在のグース
・フェアにおいて、ガチョウは単なるシンボルで
あり、今では会場に近い Mansfield Roadの交差
点（roundabout）の中央にその人形が一つ据えら
れているだけである。（前掲写真１を参照）
It is known as Goose Fair, though the only
geese to be found there now are on the roundabouts.
― Lund（２００５）: Introduction
グース・フェアは、一言で言えば特設の移動遊
園地（moving fun fair）であるが、英国のみならず
ヨーロッパで最大の移動遊園地とされ、またその
起源は約１，０００年昔に遡り、日本で言えば平安時
代や鎌倉時代に当たる時代に端を発するあまりに
も長い歴史には瞠目させられる。ノッティンガム
観光局による公式観光ガイドのWebサイト５）を
始め、様々なノッティンガム関連のWebサイト
４）ラウンドアバウトの図と車の走行：
５）Webサイト「Experience Nottinghamshire」（http://www.visitnottingham.com/）
写真１ Mansfield Roadのラウンドアバウトに現れた
グース・フェアのシンボルのガチョウ人形。
会場の方角に顔を向けている（２００５年１０月６
日撮影）
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の他、下に掲げる Bryson（１９７４）の記述にもあ
るように、その起源は１，０００年以上も昔に遡るが、
文献として確認できる限りでは、１２８４年に国王エ
ドワード１世（King Edward I）が聖マタイの祭
日に関わってノッティンガムの住民に対して１１月
中に１５日間の祭りをすることを公式に許可したこ
とに始まるとされている。
Goose Fair probably goes back a thousand
years. Certainly the Feast of St. Matthew, an eight-
day affair around September２１, was flourishing
in １２８４ when King Edward I’s charter granted
official permission for a fifteen-day fair in
November. ―Bryson（１９７４:１８３）
また、このグース・フェアという名前の由来に
ついては、聖ミカエル祭（Michaelmas）の晩餐
に伝統として供される食材のガチョウ（goose）
を、遙かノーフォーク（Norfolk）やリンカーン
シャー（Lincolnshire）からノッティンガムの市
場まで、約２０，０００羽もよたよたと歩かせて運んだ
ことからグース・フェアと名付けられたとされ
る。
Its name seems to derive from its acting as a
clearing house for stubble-fattened geese brought
waddling into Nottingham market place.― Bryson
（１９７４:１８３）
But it acquired a growing reputation, as each
year upwards of２０，０００geese were literally walked
（with protection for their webbed feet provided
by a tar and sand mixture!）from Lincolnshire to
写真３ １９０６年２月に投函されたこの絵葉書（Raphael
Tuck of London発行）が、ガチョウを歩かせ
て運んだという当時の様子を伝えているとさ
れる（Lund［２００５］より）
写真２ 場内の Giant Wheel（観覧車）から俯瞰した会場の一部。中央にはいくつもの Roundabout（回転木馬）が
見えるし、また左手奧には伝統の乗り物 Helter Skelter（螺旋状の滑り台）が見える（２００５年１０月８日撮影）
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be sold for the traditional Michaelmas dish. ―
Lund（２００５）: Introduction
現在のグース・フェアは、英国のみならずヨー
ロッパで最大の移動遊園地としてその名をとどろ
かせているが、当初、中世の時代には移動遊園地
というよりも、各家庭の冬の備えに供する巨大
スーパーマーケットと呼ぶべき存在であった。
Whatever incidental amusement it brought, the
mediaeval Goose Fair was not a mammoth funfair
like it is today, but rather a vast supermarket in
nice time to stock up for the winter. ― Bryson
（１９７４:１８３）
この年に一度の巨大な特設市場として始まった
グース・フェアも、７００年もの年月の間に、徐々
に見せ物、余興・演芸、娯楽、遊戯設備などを加
え、現在の巨大な移動遊園地へと変貌した。
Then, the gradual introduction of exhibitions,
entertainments, amusements and bizarre sideshows
quickly became the star attractions, and these in
turn gave way to the spectacular rides on offer
today. ― Lund（２００５）: Introduction
国王エドワード１世による祭事開催の公式許可
があった１２８４年を第１回として、筆者が滞在した
２００５年度に第７１１回を迎え、本稿執筆時の２００８年
１０月には第７１４回となったが、この７００年余の間に
開催されなかった年は僅か１１回のみしかなく、そ
れは１６４６年の疫病が蔓延した年と２度の世界大戦
の時期だけであった。
It has been held for all but eleven years since
写真４ １８９０年代のグース・フェア全景。中央に名物の Helter Skelter（螺旋状の滑り台）がそびえており、またその
奧にはいくつもの Roundabout（回転木馬）が見えている（Univ. of Sheffield National Fairground Archiveより）
写真５ １９１４年の Goose Fair。すでに人気の Roundabout
（回転木馬系の乗り物）が写真中央左に、また
グース・フェアの顔である Helter Skelter（螺
旋状の滑り台）が右奧に見える（Whitworth
［１９９５］より）
写真６ １９２８年のMarket Place周辺の風景。写真中央
に屋根を広く張って市場（Market）が開かれ
ている。奧には建設中の市の議事堂も見える
［Whitworth（２００３）より］
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１２８４, the omissions due to plague or war. ― ibid .
グース・フェアの内容
グース・フェアは、トラムを利用すれば中心街
の Old Market Square駅から４つ目の The Forest
駅に隣接しており、またバスを利用するなら
Clarendon Collegeのバス停から徒歩数分の所に
位置する Forest Recreation Groundを会場にして、
毎年１０月の第１週に開催される。
このグース・フェアの会場は、中世の時代から
１９２７年までは毎年、市の中心街にある議事堂
（Council House）前の Old Market Placeで開かれ
たが、１９２８年から現在のForest Recreation Ground
に場所を移して、現在に至っている。会場の移転
に際しては、これに反対する市民がこの広場に
１２，０００人以上も集まり、反対集会が開かれたそう
である６）。
筆者が暮らした２００５年には１０月５日（水曜）の１７
時３０分に開幕し、この初日は２３時まで、翌６日
（木曜）は正午から２３時３０分まで、その次の７日
（金曜）は１１時３０分から２３時３０分まで、その次の８
日（土曜）は１１時から２３時まで、そして最終日の９
日（日曜）は１１時３０分から１８時まで、合計５日間に
わたって開催された。なお、この開催期間は２００７
年度から、１０月の第１週の水曜日から土曜日まで
の４日間に短縮された。
６）Webサイト「Nottinghamshire Heritage Gateway」に掲載の Margaret Harrison & Denise Amos “Goose Fair”による。
写真７ 現在の Old Market Place周辺の風景。写真右
手が市のシンボルでもある議事堂［２００５年１０
月１５日撮影の動画より］
写真８ １８８８年頃のForest Recreation Ground。当時は
競馬場として利用された（Whitworth［２００３］
より）
写真９ Bonfire Night（拙稿［近刊 b］を参照）の準備が進
む Forest Recreation Ground（２００５年１１月５
日撮影）
写真１０ 大人気の乗り物 Freak Out（２００５年１０月８日撮
影の動画より）
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Forest Recreation Groundの 約１８ acres（エ ー
カー）、つまり約３２，４００m２の敷地いっぱいに（ち
なみに、この広さは東京ドームには及ばないが、
甲子園球場のスタンド全体の面積［２０，８００m２］
の約１．６倍に相当する）６００を越える乗り物やゲー
ムやアトラクション、それに飲み物や食べ物の屋
写真１３ 大人気の乗り物 Crazy Shake（２００５年１０月９
日撮影の動画より）
写真１１ 乗り物 Freak Outのチケット・ブース（２００５
年１０月８日撮影）
写真１２ 大人気の乗り物 Buzz Bomb（２００５年１０月９日
撮影の動画より）
写真１４ 大人気の乗り物 Giant Wheel（観覧車）の入
り口横の看板（２００５年１０月６日撮影）
写真１５ グース・フェアの顔となっている乗り物
Helter Skelter（螺旋状の滑り台）の入り口
（２００５年１０月８日撮影の動画より）
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台がひしめき合い、毎年、約５０万人の人々が集
う。
その数６００を越える乗り物やゲームやアトラク
ションの中には、年々ハイテクを駆使したより巨
大な乗り物が増え、一層スリルとスピードを加え
るとともに、その威容が会場内を圧するものが多
くなったし、より精緻で巧妙な仕組みを持つもの
も増えて、子供だけでなく、大人も楽しませてい
る。中でも人気の高い乗り物には、スイング＋回
転系の Freak Out、回転系の Buzz Bomb、Crazy
Shake等があるが、数え上げればきりがない。
年々巨大化するこのようなハイテクを駆使した
乗り物は、もちろん若者を引きつけるが、１９００年
代初めから現在に至るまで延々と引き継がれ、正
にグース・フェアの顔となっている乗り物に
Helter Skelter（円錐形の塔の外壁に取り付けられ
た、螺旋状の滑り台）と Giant Wheel（観覧車）
と Roundabout（回転木馬の木馬の代わりに自動
車が乗っている乗り物、米国では回転木馬を
carouselと呼ぶ）があり、これらが最初に姿を現
したのは１９０６年のことだとされる７）。
また乗り物やゲームやアトラクションのほか、
軽食や菓子類や飲み物の露店や屋台（stall）がひし
めき合い、日本の祭りや縁日でもお馴染みの「綿
菓子」（candy floss）や「リンゴ飴」（toffee apple）
７）Webサイト「Nottinghamshire Heritage Gateway」に掲載の Margaret Harrison & Denise Amos “Goose Fair”によ
る。ただし、本稿に掲載の写真４「１８９０年代のグース・フェア全景」にも、その写真中央からやや左に Helter
Skelterが写っており、また左端に Roundaboutが写っていることからすれば、少なくとも Giant Wheel以外の２
つの乗り物は、すでに１８９０年代には登場していたことになる。
写真１６ 射的屋 Gunslinger（早撃ちガンマン）の前を
巡回する警察官（２００５年１０月９日撮影）
写真１７ 菓子を売る stall（屋台）。綿菓子（candy floss）
やリンゴ飴（toffee apple）などが並んでいる
（２００５年１０月９日撮影）
写真１８ グース・フェア名物の伝統菓子 Cock-on-a-
stickを手に持つ Ray Whitehead氏（７２歳）。
氏は１９５０年から毎年、この菓子を製造し、
グース・フェアで販売しているが、祖父の故
Ben Whitehead氏が１９世紀末にこの製造販売
を始めたという。氏の住まいは、偶然にも筆
者の暮らした Arnoldにある（Webサイト
「BBC Nottingham」より）
５ 校【L：】Server／関西学院大学／社会学部紀要／社会学部紀要第１０７号／浅田壽男「写真調整」
March ２００９ ― ―１０５
等々に加え、グース・フェア伝統の菓子 Cock-on-
a-stick「棒に刺したニワトリ型の飴」なども、大
変な人気を呼んでいる。
日本では遊園地というと親が子供を遊ばせた
り、あるいは若者同士が連れ立って遊びに来る所
と相場が決まっているが、７００年以上も続く祭り
でもあるこのグース・フェアでは、お年寄りも昔
を懐かしんでか、大勢集まり、楽しんでいる。
グース・フェアの意義
初めに述べたように、約１，０００年も昔、日本で
言えば平安時代や鎌倉時代に当たる時代にまで遡
る歴史を持つグース・フェアは、それ自体が英国
を代表する文化的遺産であると言える。これほど
に圧倒的な歴史を持つ年中行事や祭りが、日本は
もとより世界を見渡しても、はたして幾つあるだ
ろうか。我が国で刊行されている英国の風物地史
に関するどの文献にも、筆者の知る限り、全く扱
われていないのが不思議である。
また、年に一度、１０月の第１週の数日間とは言
え、約５０万人の人々が繰り出し、会場にひしめ
く、その数６００を越える乗り物やゲームやアトラ
クションを楽しみ、屋台で飲食するそれぞれの財
布を思うと、Nottingham経済の活性化に多大な
貢献をしていることは間違いない。
移動遊園地の業者や飲食業者は、グース・フェ
アに集まる約５０万人の人々を当て込んで利を求
め、その一方で、ノッティンガム市当局は、これ
ら業者から得られる賃貸料（土地や権利の使用
料）で潤う。このような点も、案外、グース・
フェアの歴史を途絶えさせることなく長続きさせ
ている理由の一つであるかもしれない。
２．英国の郵便配達
英国の郵便配達員は、早朝から仕事を始める。
少なくとも、ここノッティンガムの由緒ある住宅
街 Arnoldで半年間を暮らして経験した限り、ま
だ辺りは真っ暗な早朝７時前から各戸を歩いて回
り、順番に郵便配達をしている。しかも書留
（registered mail）でもない単なる普通便でも、必
ず玄関の呼び鈴を押してくれて、玄関先に顔を出
すと、きちんと郵便物を手渡してくれる。もちろ
ん日本の郵便配達員にも親切な人はいるし、日本
とでは仕事のやり方も違うだろうから一概にどち
らが良いとか優れているとかは言えないが、少な
くとも配達員の仕事ぶりにたいへん感心し、また
感銘を受けた。
拙稿（近刊 a）の ２．１「家々の表札」の項目でも
記したが、各家々には表札がないので、郵便物は
その家に誰が住んでいようとおかまいなく、住居
番号を目当てに配達されるので、日本のように
「転居先不明」で郵便物が戻ってくることはない
代りに、筆者の暮らした借家のように、何人も住
民が入れ換わった家には、何世代も前の住民宛の
郵便物がしょっちゅう届けられるので閉口する
が、これは郵便配達員の責任ではない。
男性だけでなく女性の郵便配達員も多い。しか
も郵便配達は、男性も女性も肩から郵便物のいっ
ぱい詰まった鞄を下げ（時には両肩に鞄を二つ下
げて）、ひたすら歩いて配達する。今から５０年以
上も昔になるが筆者の幼い頃に、当時暮らしてい
た兵庫県尼崎市内の下町では、徒歩で配達して回
る郵便配達員がいたような気もするが、記憶は定
かでなく、はっきりと覚えているのは黒い鞄をハ
ンドルの中央正面に下げた自転車で「郵便屋」が
各家を配達して回る姿であり、それすらいつの間
にやらバイクで配達する姿に換わってしまった。
また、１９８３年夏から１年余りを暮らした米国カ
リフォルニア州８）では、郵便配達は確か、郵便局
８）１９８３年８月から１９８４年８月まで、前任校の北九州大学（現、北九州市立大学）の留学規定による支援の下に、米
写真１９ お年寄りも大勢、参加して楽しんでいる。ま
た、この店のように、大きなぬいぐるみを景
品にした「くじ引き屋」も数多く出店されて、
人気を呼んでいる（２００５年１０月６日撮影）
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員がステーション・ワゴン（日本で言うところの
ライトバン）で乗りつけて来て、適当な所に車を
停めて、向こう三軒両隣の郵便配達をしては、ま
たその次へと車で移動していたように思う。
このような経験しかない筆者には、２１世紀にも
入ったこの時代に、英国ではまだ各家を歩いて回
る郵便配達員がいることにとても驚いた。
実は、初めの頃はそれが何か気づかなかった
が、町中のいくつかの広い道路の脇に郵便物の一
時収納箱が設置されていて、郵便局員が大きな車
でやって来て、その区域の郵便物を、いったんそ
の箱の中に預け入れておき、その後で徒歩の配達
員が、少しずつその箱から郵便物を取り出し、自
分の鞄に入れて配達して回る。鞄が空になった
ら、またその収納箱の所に取りに戻るというやり
方である。２Upminster Driveの拙宅の付近では、
隣接した Pond Hills Laneの道路脇にこの一時収
納箱があったが、最初は消火栓か何かだと思って
いた。
徒歩で配達して回る区域はかなり広範囲に及ん
でいるようで、バス停でバスを待っていると鞄を
下げた郵便配達員がやって来て、バスに乗り込む
ので、仕事を終えて帰宅するのかと見ていたら、
一つか二つ先のバス停で下車して配達を始めた。
この時、バスの運転手に挨拶しただけで料金を
払ったようには見えなかったので、たぶん事前に
契約をしているのだろうと思うが、バスに乗って
移動しては、徒歩で配達するというやり方に、日
本との大きな違いを見て驚いた。
国カリフルニア大学バークレー校（University of California at Berkeley）に客員研究員として滞在し、オークラ
ンド（Oakland）で前半の半年と、引き続きバークレー（Berkeley）で後半の半年を暮らした。
写真２０ ノッティンガム市中心街。降りしきる雨の中、トラムの Royal Centre駅前を雨傘もささずに平然と歩く人た
ち。写真左手奥の女性が一人だけ、珍しく雨傘をさしている（２００６年３月７日撮影）
写真２１ 雨の降るソールズベリ（Salisbury）の繁華街。
誰一人として雨傘を開いていない。写真左手
前の幼児さえも手ぶらで歩いている（２００６年
２月２３日撮影）
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ちなみに宅配業者も仕事が丁寧で、家にいない
時には、日本と同じように隣り近所に預けてくれ
るのはもちろん、ある時には配達物が人目につか
ないようにと気遣い、車庫の前に置いていたゴミ
箱（蓋付きのゴミ回収用の容器で、大人が一人
すっぽりと入れるくらい大きい）の中に入れてい
てくれて、「ゴミ箱の中に入れておいた」とのメ
モを玄関先のドアから中に差し入れていてくれ
た。
３．イギリス人と雨・雪
日本なら雨の中を雨傘もささずに外出する人
は、まずいないだろう。１９７０年代に井伏鱒二の
『黒い雨』がベストセラーになった頃は、雨には
放射能が含まれていて、雨に濡れると原爆病にな
るという噂が広まって、日本人は皆、極端に雨に
濡れることを恐れたものだったし、そうでなくと
も、親なら子供が雨に濡れて風邪など引かぬよう
に、子供が雨傘を持たずに雨の中、家を出て行こ
うとすると、傘を持って行くように注意するのが
常である。
ところが、イギリス人は降りしきる雨の中を雨
傘もささずに平気で歩いていく。もちろん日本人
でも、雨傘を持ち合わせていない時に、急に雨に
降られて、濡れながら歩く人の姿は見られるが、
家の外が雨であるのを承知の上で、手ぶらで表に
出かけていく人はいないだろう。しかし、イギリ
ス人は平気で雨の中、雨傘をささずに出かけてい
く。
さてここで、雨の中をイギリス人が雨傘をささ
ずに出かけると言うと、一般的にイギリスの紳士
はロンドンを散歩する際に必ずこうもり傘を持ち
歩くというイメージと矛盾するのではないかと反
論する向きがあるかもしれない。
しかし実は、雨傘はイギリス紳士にとって、あ
くまでもファッションの一部であって、仮に雨が
降って来ても、決して手元のこうもり傘を開くこ
とはないのである。ここに、次のようなイギリス
紳士のファッションに関する興味深い記述があ
る：
…In the town he may carry a carefully rolled
写真２２ 山高帽にこうもり傘の典型的なイギリス紳士
のファッション（『英語教育』１９７６年１２月号、
p．１「gentleman朝の出勤」より）
写真２３ 雪景色となった自宅周辺（Upminster Driveに
隣接する Cranston通りにて）（２００５年１２月２８
日撮影）
写真２４ 雪が積もった自宅近くの道路標識（Upminster
Drive）（２００５年１２月２８日撮影）
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umbrella but he never thinks of opening it. Many
gentlemen have never unrolled their umbrellas
since they bought them. ― Sutherland（１９７８:５１）
…そしてお天気のいかんにかかわらずステッキ
を持つ。ロンドンでは入念に巻いたこうもり傘
（専門の巻き屋に頼むので金がかかる）を持って
もよいが、絶対に開こうなどとは思わない。買っ
てから一度も傘を開いたことのない紳士がたくさ
んいる。―サザランド（１９８１：７１）
上の記述にあるように、たとえこうもり傘を手
に持っていても、イギリス紳士が雨の中、その傘
を開かないのは、結局、イギリス人は紳士でも一
般庶民でも同じように、雨に濡れるのを厭わない
からである。
また、雪の日にも、日本人とは違って、普段か
ら頑丈な、靴底にスパイクのついたような滑らな
い靴を履いているようで、凍てついた雪道を平然
と、また大股でさっさと闊歩して歩く。もちろん
日本でも北海道や東北の豪雪地帯に暮らす人には
慣れた雪道であろうが、筆者だけでなく、たいて
いの日本人は、雪の降り積もった道路を、転ばぬ
ようにそろそろ歩く。
ところで、ノッティンガムで暮らした２００５年９月か
らの半年間で雪が積もったのは一度だけ、雪がち
らつくのを見たことすら二、三度しかない。
当時の日記を見ると、２００５年１１月２８日の午後に
小雨に混じって粉雪が舞ったのと、同じく１２月２７
日の朝から雪となり、昼には辺り一面銀世界とな
り、１２月３０日の昼過ぎに雪が解けるまで丸二日間
は雪国となったものの、これ以外に雪を見たの
は、２００６年２月２８日に旅行先のオックスフォード
（Oxford）で夕方に一時、雪がちらついたのと、３
月初旬に湖水地方に出かけた際、到着した初日の
３月７日に、ウィンダミア（Windermere）駅前か
らボウネス（Bowness）の桟橋へと向かう道の途
中、前日には積もっていたのであろう雪がまだ解
けきらずに、ところどころ日陰に残っているのを
見たくらいである。この１１～１２月のノッティンガ
ムの雪も、隣家の老夫婦９）に尋ねたところによれ
ば、この時ヨーロッパ全域を襲った異常な大寒波
によるもので、例年は、年が明けて２月頃になら
ないと寒くならないのだそうである。
このように、雪などめったに積もらないノッ
ティンガムの人にとって、たまの雪が積もった日
の外出は、我々同様に、滑ったり転んだりしない
ように用心してそろそろと歩くと思っていたが、
実際は全く違っていた。思えば、少々の雨などし
みこまない防水性・防寒性の優れたジャンパーや
コートを羽織って、足元も見るからに水などはじ
き返しそうな作りの頑丈な靴を履いているので、
雨が降ってもジャンパーの襟を立てたり、コート
のフードを被ったりすれば雨傘をささなくても平
気で雨の中を歩けるように、雪が降ろうと、雪道
が凍てついていようと、ぬかるんでいようと、全
く苦にせず平気なのだろうと思われる。
４．聞き返しの表現：sorryと excuse me
これまでアメリカ英語が研究対象であった筆者
にとって生まれて初めて英国での在外研究が実現
し、２００５年９月２０日に関西空港を出発し、無事に
ロンドンのヒースロー空港（Heathrow Airport）
には到着したものの、目的地のノッティンガム大
学（The University of Nottingham）はもとより、
ノッティンガムへ行く道順さえ調べる暇もないま
まにロンドン入りしたために、２日間をロンドン
市内のホテルに宿泊して、この間にノッティンガ
ムへの行き方を調べ、旅の手配をしてノッティン
ガムに向かうことになった。誠にもって乱暴な話
であった。ただし、セント・パンクラス駅（St
Pancras Station）からノッティンガム方面への列
車が出ていることは調べていたので、セント・パ
ンクラス駅やキングズ・クロス駅（King’s Cross
Station）（両駅は隣接している）から徒歩数分の
所にある Crescent Hotelに宿を取り、空港からは
タクシー（ロンドンで有名な Black Cab）で約６０
分をかけ、直接、ホテルに入った。二日後にセン
ト・パンクラス駅から Midland Mainlineでノッ
ティンガムに向かったが、２時間ほどの鉄道の車
内では、今、思えば、あまりイギリス人の会話に
注意する余裕がなかったように思われる。
しかし、なんとかノッティンガム入りし、翌日
９）４Upminster Drive, Arnold存住の Derek and Bernedette Martin夫妻。
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から早速、ノッティンガム大学に通うことにな
り、同時に家探しに奔走する日々を迎えて、連
日、バスやトラム（tram：路面電車）に乗るよう
になると、周りの人の会話が耳に入るようになっ
たが、まず驚いたことは、あまりにも頻繁に
“Sorry?”という言葉があちこちで飛び交っている
ことであった。初めてこの表現を耳にした時に
は、何をそれほど頻繁にお詫びしているのだろう
かと、つい二人の会話に耳をそばだててしまった
が、なんとなく聞いていると、単にトラムや周囲
の人の雑音で相手の話が聞こえなかったので聞き
返していることに気づいた。
このイギリス英語の“Sorry?”が、相手の話が
聞き取れなかったために、再度聞き返す表現であ
ることは、次に手元の OALD７の記述を引用する
までもなく、以前から英国系の辞書にはきちんと
記載されている：
（especially BrE）used for asking sb to repeat sth
that you have not heard clearly: Sorry? Could you
repeat the question? ―OALD７
また、小寺（１９８６：３００）や正保（１９８７：２７）に
もこのイギリス語法についての指摘があるが、い
ずれにしても、何らかの理由で相手の言葉が聞こ
えなかったために、もう一度、相手に同じ話を繰
り返させる手間をかけるので、聞き返しは「詫び
る」形の表現を用いることになる：
人に謝る時、しばしば“（I’m）Sorry.”を使う
が、イギリスではそれとは別に、上昇調の“Sorry?”
というのが“Pardon?”の意味でよく用いられる。
―小寺（１９８６：３００）
相手の言葉がよく聞こえなかった場合に聞き返
す言い方は（Beg your）pardon？【米】／Sorry（, what
did you say）？【英】である。いずれも、相手に
手数をかけることを詫びる形をとっている。―正
保（１９８７：２７）
周知のことであるが、このような場合にアメリ
カ英語では“Pardon?”の他に“Excuse me?”も
しばしば用いられるが、このような英米の語法の
違いを知ること自体も重要であるとともに、そも
そも英米両国で、なぜそのように違った表現を用
いるのかという理由を考える必要がある。ただ
し、言葉の本質に関わるそもそもの問題に「恣意
性」があり、「なぜ、そのような表現を用いるの
か」という問いに対して、ある場合には何も必然
性や合理的な理由などなく、「単にそう呼ぶ」と
か「単にそう表現する」というような偶然に始
まったことが今に至っているだけの可能性もあ
る。しかし、その一方で、その表現を用いる人間
の、あるいは国民の性格や特徴から、それぞれが
用いる表現が異なるに至った可能性もまた等しく
ある。
すでに拙稿（近刊 b）の ６．「イギリス人の挨
拶（その１）：helloと hi」の項目でも少し触れた
が、この聞き返しの表現での英米の違いも筆者に
は、両国の国民性の違いから来ているように思わ
れてならない。
では、この国民性の違いとは何か。感じ方の個
人差は大いにあることを承知の上で、あえて筆者
の意見を述べるなら、個人差は大きくあるとして
も、類型的に言うなら、イギリス人は「人には謙
虚に行儀良く、丁寧に接する」のに対して、アメ
リカ人は「人には誰にでも遠慮せず、気軽に接す
る」という違いがあると思う。この点は、次に引
用するイギリス人によって書かれたイギリス英語
の会話を教える実用書の中にも触れられている：
どんな状況であれ、丁寧に振る舞うのがイギリ
ス人で、愛想よく振る舞うアメリカ人とは対照的
です。（中略）私の意見では、イギリス人は形式
的な表現において、“can’t complain”“mustn’t
grumble”“not bad”“Lovely weather. Won’t last
though”などからも見てとれるように、陰鬱で否
定的です。これがイギリスの国のカラーなのかも
しれません。元気一杯で、何を話すにも積極的な
アメリカ人とはあきらかに異なっています。もち
ろんこれは一般論ですが、実際に比べてみるとよ
く当てはまります。―トゥーヒグ（２００２：１６―１７）
もしこのようなイギリス人とアメリカ人の性格
・特徴の違いがあるとすれば、用いる表現が自ず
と異なるのは言うまでもない。イギリス人が
“Hi!”と言わずに“Hello!”と挨拶する（拙稿
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［近刊 b］）のと同様に、より儀礼的に、より丁寧
に人に接しようとするイギリス人が、少なくとも
“Excuse me?”よりも一層お詫びの意味を色濃く
表す（と筆者には思われる）“（I’m）Sorry?”を好
むのは当然のように思われる。もちろん
“Pardon?”という表現との比較もしなければ片手
落ちの議論となるが、少なくとも現時点では、英
米間の表現の違いが両国の国民性とも言うべき特
徴の違いに帰因するのではないかという指摘だけ
に止めたい。
いずれにしても、聞き返しの“Sorry?”は、まさ
に英国にいることを実感させてくれるイギリス英
語独特の表現の一つである。
．むすびに
以上、拙稿（近刊 a, b）の続編として本稿は、
言葉の背景を見ることによってイギリス英語をさ
らによく理解するために、英国ノッティンガムで
の体験や知見に基づいて、イギリス人の暮らしに
関わるトピックをいくつか、許された紙幅の中で
取り上げた。従来の限られた知識や巷間の情報を
少しでも補完することになれば幸いである。もち
ろん限られた紙幅のために取り上げるべくして取
り上げられなかったことも多いので、今後も機会
を捉えて、さらに続編を公にしたいと考えている。
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A Background Study of British English
― English Daily Life（３）―
ABSTRACT
A more complete understanding of the background of language will be effective in
any approach to the grammar and usage of language. In a series of my papers, I have
argued that daily life in England among the English people―as I have experienced it in my
personal experiences and knowledge having lived in Nottingham, England―will help in an
understanding of British English.
With financial support from Kwansei Gakuin University, I was able to live and study in
Nottingham, England as a visiting research scholar in the School of English Studies at the
University of Nottingham from September of２００５to March of２００６.
Nottingham is located in the central part of England, specifically in the East Midlands,
and is situated less than two hours from London, also with excellent transport links to
other areas in England.
My daily life and research at the University of Nottingham was most useful, and I was
able to gain many valuable insights into the culture of the English people, as well as
discover many things I had not known before.
The present paper is a sequel to papers I have already written and which will be
forthcoming, and involves a number of aspects of everyday life in England, including
manners and customs of the English people. Some main topics I deal with are（１）the
Nottingham Goose Fair with special reference to its history,（２）postal carriers in England，
（３）the topic of rain and snow, and（４）the particularly British English expression of asking
back, sorry , compared to the similar expressions in American English. It may be that these
topics are explored from the points of view not well known here in Japan.
My daily life in Nottingham showed me a number of real images and actual situations
of life in England not well known in Japan. In addition, I have been inspired to study its
background so as to have a better understanding of British English.
It is my hope that the series of papers I am writing on the background of British
English will add to the information already known, and lead to a more complete
understanding of the language as well as daily life in England.
Key Words : British English, English daily life, English culture and tradition
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